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米国Live Picture社　会長

ネットワークパブリッシングの
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インターネットには2つの異なる方向性が

あると思います。1つは「より安く、より速く、

より良く」（cheaper, faster and better）を

実現する方向、そしてもう1つは「すばら

しき新世界」（a brave new world）と言われ

るリッチな方向です。

まず前者の意味において、印刷や流通の

コストを大幅に抑えられるネットワークパ

ブリッシングは、特に大企業に大きなメリ

ットをもたらすでしょう。たとえば、医療

データのやり取りや広報資料の作成などの

分野でコスト削減につながるはずです。

そして、後者はイメージングを中心とした

世界で、エレクトロニックコマースや宣伝広

告などの分野に応用されると考えられます。

よりグローバルでインタラクティブなメディア

としてのインターネットがここにあります。

ただし、これらの方向性はどれも人々に

とってはまだまだなじみの薄いものです。ユ

ーザーもクリエーターも、ともに試行錯誤

の段階にあります。つまり、次の10年を通

して、どんなタイプのコンテンツが「すば

らしき新世界」での成功をイメージさせて

くれるのか、またどんな種類のアプリケー

ションが「より安く、より速く、より良く」

を実現するのかを、しっかり見据えていく

ことが非常に重要になると思います。

『私たちの目標の1つに“技術
をエンジニアの手からアーティ
ストに渡す”というものがあり
ます』

：次の問題として、ネットワークパブリッ

シングの世界にデジタルコンテンツを作成す

るアーティストを受け入れる準備はできてい

ると思いますか。

インターネットの新しい画像フォーマット「FlashPix」。開発元の「Live Picture社」の

名前とともに各分野で大きな話題となった。今年の1月にニューヨークで行われたイン

ターネットワールド98ではマルチレゾリューションのイメージ配信システム「Live Picture

Image Server」を発表。続く4月、COMDEX Japan '98で基調講演を行うために

来日した同社会長ジョン・スカリー氏はネットワークパブリッシングの可能性をアピール

した。この分野で同氏がイメージする世界とはどのようなものかを聞いた。

聞き手：インターネットマガジン編集部
Photo: Nakamura Tohru

：Live Picture社からさまざまなソリュー

ションが登場した今、「FlashPix」にはどの

ような可能性があると思いますか。

Sculley：FlashPixはオープンな発想に基

づき、ロイヤリティーフリーで提供される

ため、非常に広範囲なプラットフォームを

サポートする技術だと考えています。おそ

らく、世界の主要な企業の方々がFlashPix

の標準化に賛同してくれるでしょう。これ

によって、「デジタルフォトグラフ」、「デジ

タルイメージング」、「ネットワークパブリ

ッシング」の3つの分野に大きなインパクト

をもたらすと予想しています。

そして、この中でも特に注目したいのが

「ネットワークパブリッシング」です。これ

までの出版物は「印刷してから配る」のが

あたりまえでした。ところが、インターネ

ットの普及とアドビシステムズ社が開発し

た「PDF」（アクロバット文書）によって、

ネットワークで配信されたデジタルコンテ

ンツをオンデマンドで印刷するという、ま

ったく新しい流通形態が話題になってきま

した。つまり「配ってから印刷する」へと

変わるわけですね。

：PDFは以前からあった技術ですが、これに

FlashPixが加わることで何が変わるのですか。

Sculley：ネットワークパブリッシングの新

しい波をさらに推し進めるために、私たち

は三種の神器を用意しました。それが

「FlashPix」、「PDF」、「IIP」です。

PDFはテキストやグラフィックスを扱う限

りにおいて、確かにスケーラブルな構造を持

っています。しかし、画像に関してはビットマ

ップ形式を使っているため、決してスケーラ

ブルであるとは言えません。この部分を高

解像度のFlashPixで補うことによって、さ

らに効率のいいネットワークパブリッシン

グが可能になるわけです。IIPは、FlashPix

がこのような総合的なソリューションを

PDFに提供するためのプロトコルです。

この3つの技術が組み合わさることで、

単なる文字と画像を組み合わせただけの文

書だけでなく、スキャニングした地図や新

聞、そしてデジタル写真に匹敵するような

カラーFAXまでもネットワークを使って配

信できるようになります。

この意味で、PostScriptレベル2やPDF

など、優れた技術を持つアドビシステムズ

社との提携は非常に重要だと考えています。

：ネットワークパブリッシングに対してはそ

の理想に反して、多くの悲観的な意見が出

されています。その1つとして、10年前に米

国でDTPが登場した際にも上がった「既得

権益」を持つ側からの反対や圧力について

はどうお考えですか。

Sculley：特に障害になるような反対や不

満の声が上がるとは思いませんね。対象が

なんであれ、初めて登場するものに対して

はほとんどの人が懐疑的になるものです。

DTPの場合もそうでした。今はネットワー

クパブリッシングに懐疑的になっている

方々がいるとしても、いつかは必ず心を開

いてもらえるでしょう。

確かにDTPが導入され始めた当時は、

「大きなインパクトがあるのではないか」と心

配する人はたくさんいました。ところが、そ

れから10年たった今、DTPはごく「あたりま

え」のことになりました。10年前にこんな状

況が来るとはだれも予想しませんでした。
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様式となるはずです。

また、私自身、今日のインターネットは

依然としてテキストベースのメディアだと

認識しています。現在、WWWには2億

5000万のグラフィックスがあると言われて

いますが、実際には解像度の低いものばか

りです。でも、今後はFlashPixやReality

Studioによってクオリティーの高いデジタ

ルイメージの制作が可能になります。そう

なれば多くのデザイナーをインターネットの

世界に引き込めるはずです。そして、次世

代のWWWはクリエイターにとっても、ま

たビューアーにとっても、今以上に魅力的

なものになるでしょう。

：多くのユーザーが持つ「アナログへの郷

愁」についてはどう思いますか。

Sculley：FlashPixの代表的なイメージで

ある「スーツ」の写真を見ていただければ、

そこにアナログ的な手触りがあると感じて

いただけるでしょう。インターネットから「手

触り」のある画像が得られることが、今後は

ごく標準的な認識になると考えています。

私たちは昔ながらのアナログ写真を見た

とき、その背景にどのような技術が使われ

ているかは考えません。気になるのはその

「品質」です。この品質に対する価値観を

無視して、WWWで使われる「GIF形式」

の画像が「インターネットなら写真として

通用する」と主張しても、人々は決してそ

れを受け入れません。たとえ技術面ではネ

ットワークでの配信に適していたとしても、

感覚的には「そんなものは写真ではない」

と言いたくなるはずです。

登場したばかりの時代には、WWWは

人々にとって面白く、そして珍しいものでし

た。ハイパーリンクと画像が使えるという

だけで十分に便利だと感じていたわけです。

ところが今日では、インターネットを日常

生活におけるメインストリームのメディア

として捉えることがあたりまえになってきま

した。ここでは、多くの人が動画ならテレ

ビと同じ品質を、フォトイメージなら昔なが

らのアナログ写真の品質を期待します。

すでに高速のコンピュータと高性能なワー

をエンジニアの手からアーティストに渡す」

というものがあります。Reality Studioはこ

の点でもっとも成功した例ではないでしょ

うか。デザイナーはディレクターの

「RINGO」のようなプログラム言語を学ぶ

必要はありません。また、フォトショップ

のユーザーに要求される高度な技術トレー

ニングも必要ないのです。

Reality Studioでは、アーティストやデザ

イナーが自分のクリエイティビティーやイ

マジネーション、そしてスキルをそのままフ

ルに生かせます。解像度の高い画像や写真、

ビデオ、3Dオブジェクト、グラフィックス、

音楽などが創造され、これらがインターネ

ットの新しいメディアコミュニケーションの

Sculley：私自身、グラフィックデザインや

工業デザイン、そして建築デザインなどの

トレーニングを積んだことがあります。こ

の経験から、それぞれの分野でコンテンツ

を制作する人々がいかに大切かを誰よりも

強く感じています。

FlashPixの技術によるマルチメディアコ

ンテンツの作成環境としては、「Reality

Studio」が重要な役割を果たすはずです。

それは、かつてマクロメディア社の「ディレ

クター」がCD-ROMというメディアに、そ

して「フォトショップ」がデスクトップパブ

リッシングの世界に、それぞれ貢献したの

と同じような影響力を持つと信じています。

私たちの長期的な目標の1つに、「技術

FlashPixとIIP（Internet Imaging Protocol）
FlashPixはコダック、マイクロソフト、ヒューレット・パッカード、Live Pictureの4社が共同開発し

た画像フォーマット。COMDEX Japan '98ではFlashPix関連の新製品が発表された。

FlashPixはスキャナーなどから取り込んだ際の解像度を最大値として、そこから4分の1ずつ解像度を

下げた複数のデータを1つのファイル中に持つ。この「マルチレゾリューション」によって、1つのファイ

ルで画面表示や印刷などの目的に応じて解像度を使い分けることができる。

それぞれの解像度のデータは64ピクセル×64ピクセルの「タイル」という単位で分割して保存される。

従来の画像フォーマットの場合は、画面からはみだしている部分のデータも読み込んでしまうが、FlashPix

では実際に表示されるスペースに必要なタイルだけを読み込む。

この技術はウェブページでの画像表示にも適している。拡大、縮小などユーザーの要求に応じて表示

スペースに必要なタイルだけをサーバーから送信すればいいからだ。この仕組みを実現するために使用さ

れるのが、HTTPプロトコルでの高解像度画像の高速な転送を可能にする「IIP」（Internet Imaging

Protocol）と「Live Picture Image Server」である。 ─文・（株）イニット 富岡勝利─
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ドプロセッサーを使いこなしているユーザー

に、大昔のDTPソフトに戻れというのは無理

な相談です。誰も過去に戻ることは望んで

いません。同様に、高解像度の画像が低解

像度のそれに取って代わったあとの世界が

どんなものかは容易に想像がつくでしょう。

：高品質なコンテンツを配信するうえで、

今日のネットワークの帯域幅は障害になると

思いますか。

Sculley：FlashPixがその威力を発揮する

場としては、電子商取引や美術関連のプレ

ゼンテーション、さらに医療関係のデータ

やマーケティング資料などのネットワーク

配信が考えられます。このような分野で求

められるのは、ユーザーが求めるときに、好

みの解像度で、しかもリアルタイムにコン

テンツを配信することです。しかし、この

ためには比較的サイズの大きなデータを使

うことになり、これがネットワークパブリッ

シングの障害となっていました。

そして、この問題を解決するのが「Live

Picture Image Server」とFlashPixのカッ

プリングということになります。このソリュ

ーションによって、帯域幅の狭いネットワ

ークであっても高解像度の画像をストリー

ミング配信できるようになります。

：医療関係のデータ配信についてのお話が

ありました。FlashPixを遠隔医療の分野で

活用するような動きはすでにありますか。

Sculley：可能性としては、FlashPixが遠

隔医療のアプリケーションに採用されるこ

とは大いにありえると思います。しかし、

あくまでも私たちはツールを提供するメー

カーにすぎません。具体的にどのような形

でこれが生かされるかは、やはり医療業界

にいらっしゃる先生方のご判断にゆだねる

しかないでしょう。

もちろん、FlashPixを使えば、50Mバイ

トから100MバイトもあるX線写真のファイ

ルをネットワークを通じてリアルタイムに流

せるわけです。技術的な可能性は十分にあ

ります。今後も、たとえば医療関係者の

J o h n  S c u l l e y

方々に対して、どこまでもズームインでき、

X線写真の非常に細かい部分まで確認でき

るFlashPixの利点が業務に生かせることを

アピールしていきたいと考えています。

『“見る”だけのデジタルコンテ
ンツが“読む”世界にまで進化
し、インターネットを飛び交うで
しょう』

：デジタルイメージングの世界は今後どの

ように進化していくと予想しますか。

Sculley：最近、私がもっともエキサイティ

ングに感じた事件は、米国のニュースで放

映された「白光ポリマーディスプレイ」で

す。プラスチックの板に白光ポリマーを沈

着させたものをテレビやコンピュータのモニ

ターに使う技術だったのです。これによっ

て、スクリーンは現在の一般的な印刷クオ

リティーと同じレベルの300dpiの解像度を

持つようになります。

この世に初めてマッキントッシュと

「WYSIWYG」が登場したとき、人々は

75dpiという解像度のスクリーンに驚きまし

た。しかし、このクオリティーは電子メールな

ど多くの文書をコンピュータの画面で読む

ことがあたりまえになった今でもそれほど変

わっていません。依然として私たちが使う

モニターは「見る」ことを前提に作られた低

解像度のままです。これを使って高解像度

のコンテンツを「読む」のは非常に疲れる

作業なのです。私は、デジタルコンテンツ

の限界がここにあるような気がします。

その一方で、今日、CPUは信じられな

いほど高性能になり、その可能性も計り知

れないほどになっています。この強力な

CPUと先ほどの白光ポリマーディスプレイ

にスクリーンの解像度を高める可能性が秘

められていると期待しています。

私の個人的な意見ですが、もし日本の電

子産業が300dpiの解像度を持つスクリーン

の開発に挑戦したなら、間違いなく爆発的

なヒット商品となるでしょう。そして、お

そらくこの10年間でその産業は急成長を遂

げるはずです。

本当に近い将来、私たちは最初の世代の

高解像度モニターを目にすることになると

信じています。「見る」だけのデジタルコン

テンツが「読む」世界にまで進化し、イン

ターネットを飛び交うようになるでしょう。

そのときに、日本の主要な企業がマルチレ

ゾリューションや次世代のインターネット

を十分に活用するために「新しい波」を作

ってくれることを心から願っています。

：ありがとうございました。

ジョン・スカリー John Sculley

大学での専攻は建築と工業デザイン。1967年ペプシコーラ入社、77年同社社長

兼CEOに就任。その後、83年から10年間アップルコンピュータ社社長を務める。

現在はLive Picture社会長。
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